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９
月
定
例
会

決
議

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

人
事
案
件

議
会
あ
れ
こ
れ

一
般
会
計

　
実※
１
質
収
支
は
３
億
３
９
６
６
万

円
。
８
年
連
続
の
黒
字
決
算
と

な
っ
た
。
ま
た
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
力
を
示
す
財※
２

政
力
指

数
は
０・
５
９
５
と
４
年
連
続

で
上
昇
し
て
い
る
。
経※
３

常
収
支

比
率
は
86
・
７
％
と
、
１・
９

ポ
イ
ン
ト
低
下
（
好
転
）
し

た
が
、
依
然
と
し
て
財
政
構

造
の
硬
直
化
が
続
い
て
い
る
。

　
自
主
財
源
は
１・
３
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
町

税
が
伸
び
た
も
の
の
、
繰
入
金

や
諸
収
入
が
減
っ
た
こ
と
が
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

徴
収
事
務
の
強
化
対
策
に
よ
り

町
税
徴
収
率
は
改
善
し
て
い
る
。

　
行
財
政
運
営
は
高
く
評
価

で
き
る
が
、
国
・
県
の
財
政

対
策
も
う
ま
く
活
用
し
、
今

後
の
町
独
自
の
財
政
運
営
に
努

力
邁ま
い

進し
ん

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
１
人
当
た
り
の
療
養
諸
費
額
、

保
険
者
負
担
額
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
今
後
、
徴
収
率
の
向
上
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医
療
費
削
減
の

総
合
的
な
事
業
の
実
施
を
行
い
、

町
民
に
日
頃
か
ら
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
う
行
政
の
取
り
組
み

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
公
共
下
水
道
普
及
率
は
約
83
％

と
年
々
進
ん
で
い
る
が
、
町
全
域

に
行
き
届
く
に
は
ま
だ
時
間
を
要

す
る
。
処
理
区
域
外
に
つ
い
て
は
、

公
平
性
を
考
慮
し
、
浄
化
槽
等
設

置
の
補
助
金
の
取
り
ま
と
め
を
急

が
れ
た
い
。
ま
た
、
延
伸
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
助
金
頼
り
に
な
ら

ぬ
よ
う
綿
密
な
計
画
が
必
要
で
あ

る
。

須
恵
町
監
査
委
員

 

吉
松 

辰
美

 

合
屋 

伸
好

監
査
委
員
の
意
見
書
（
要
旨
）

行
財
政
運
営
を
評
価

予
算
の
執
行
・
関
連
事
務
処
理
は
適
正

※１. 実質収支…収入と支出の差額から、翌年度に繰り越すことが決まっている財源を差し引いたもの。
※２. 財政力指数…地方公共団体の財政力を示す指標。１に近いほど財源に余裕があるといわれている。
※３. 経常収支比率…財政構造の弾力性を示す指標。比率が低いほど財政構造に弾力性があることを示す。

吉松監査委員合屋監査委員

平成29年度
決算審査

財政は
健全

その他の

議 案
９ 月 定 例 会

窓
口
を
利
用
し
や
す
く

庁
舎
一
階
窓
口
改
修
業
務
委
託
料

歳
出
　
３
２
０
０
万
円
増
額

　
庁
舎
一
階
窓
口
の
カ
ウ
ン
タ
ー
や
案
内
板
、
授

乳
室
な
ど
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ

整
備
し
ま
す
。

　
町
民
目
線
で
わ
か
り
や
す
く
、
迷
う
こ
と
な
く

ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
で
き
る
な
ど
、
や
さ
し
い

窓
口
を
目
指
し
ま
す
。

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は

　「
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
意
味

し
、
年
齢
や
性
別
、
障
害
の
有
無
、
体
格
、
国
籍

な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に

わ
か
り
や
す
く
、
利
用
可
能
で
あ
る
よ
う
に
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
。

市
場
た
め
池
の
改
修

市
場
た
め
池
改
修
工
事
請
負
費

歳
出
　
２
３
０
０
万
円
増
額

　
堤
体
保
護
の
た
め
の
張
り
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
と
山

林
か
ら
の
土
砂
流
入
に
よ
る
浚し
ゅ
ん渫せ
つを
行
い
ま
す
。

　
護
岸
部
が
経
年
劣
化
と
波
打
ち
に
よ
る
侵
食
を

受
け
て
お
り
、
ま
た
、
過
去
の
大
雨
等
に
よ
る
堆

積
土
で
池
の
貯
留
量
も
減
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
の
状
況
で
は
、
堤
体
に
影
響
を
与

え
、
池
自
体
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
た
め
、
実
施
す

る
も
の
で
す
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
４
７
５
７
万
円
を
追
加

総
額
　
82
億
３
６
０
９
万
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

流入した土砂

護岸の侵食

９
月
定
例
会
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９
月
定
例
会

決
議

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

人
事
案
件

議
会
あ
れ
こ
れ

福岡県介護保険広域連合の処理する事務の変更及び福岡県介護保険広域連合規約の変更
（県から保険者へ指定権限が移譲されたことに伴う事務の変更など） 全員賛成で可決

須恵町避難行動要支援者名簿に関する条例の制定
（災害時の円滑かつ迅速な避難支援等の実施のため） 全員賛成で可決

須恵町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
（幼保連携型認定子ども園以外の認定子ども園の事務権限移譲〈指定都市へ〉） 全員賛成で可決

須恵町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
（家庭的保育事業者の連携施設の確保の緩和措置と食事の外部搬入を可能とする） 賛成多数で可決

須恵町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
（支援員の教員免許状を更新していない場合の取扱いと実務経験者の対象拡大） 賛成多数で可決

その他の採決結果

国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起
を求める意見書
（国会において、日本国憲法について活発かつ広範な
議論を推進するとともに、国民的議論を強く求める）

提出議員　合屋 伸好
賛成議員　猪谷 繁幸

意 見 書 （ 議 員 発 議 ）

関 係 機 関 へ 意 見 書
を 送 付 し ま し た 。

その他補正予算（平成30年度）
会計区分 補 正 額 予算総額

特
別
会
計

国民健康保険 758万円 30億3856万円

後期高齢者医療 245万円 3億2845万円

平成30年度須恵町一般会計補正予算
1200万円を追加
総額　80億8851万円

　各地で記録的な猛暑が続き、熱中症による緊急
搬送が増加しました。
　そこで小中学校においても、空調設備を設置し
学校施設の環境改善が急務となっています。

小中学校空調設備設置工事設計業務委託料

　今回、設置工事に対する国の補助金が前倒しに
なり、早急に実施設計の完了が必要となったた
め、増額補正となりました。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

【
制
定
の
目
的
】

　
災
害
対
策
基
本
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
災
害

に
際
し
、
初
期
防
災
活
動
等
を
行
う
自
主
防
災
組

織
の
育
成
等
を
図
り
、
町
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、
そ
の
安
全
を
確
保
す

る
。

Q  

自
主
防
災
組
織
は
全
区
に
設
立
し
て
も
ら
う

の
か
。

A 

（
総
務
課
長
）

 
 

全
て
の
区
が
対
象
で
、
区
長
会
で
設
立
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
配
付
し
て
い
る
。
規
約
や
計
画

の
策
定
の
相
談
窓
口
は
総
務
課
と
な
っ
て
い

る
。

Q  

き
ち
ん
と
説
明
会
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

A 

（
総
務
課
長
）

 
 

希
望
が
あ
れ
ば
対
応
し
、
随
時
行
な
っ
て
い

る
。

須
恵
町
自
主
防
災
組
織
の
育
成
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

Ｑ
＆
Ａ

９
月
定
例
会

賛成多数可決

全員賛成可決
第３回

平成 30年８月 21日

臨　時　会

全員賛成可決


